














令和 5 年度入試 国 語 

【全体の講評】 
全体的には良く出来ていたと思います。ただ、抜き出し問題の誤字脱字などが散見されました。 

 

【各問題について】正答率はそれぞれ上から Science Global・ミライ探究合格者の平均です。 

問題 正答率 出題内容：稲垣 栄洋 『生き物の死にざま』 

一 
75% 

全体的には良く出来ていました。 
ただ、問二における理由説明の記述問題で、字数不足や要点の不足。抜き出した漢字

の誤字が散見されました。 
その他、問四・五・七の抜き出し問題でも、誤字脱字が散見されました。 70% 

 
問題 正答率 出題内容：寺地 はるな 『カレーの時間』 

二 
75% 全体的には良く出来ていました。 

ただ、問一の漢字の書き取りでの誤字。「皆目」の読みでの誤答が散見されました。 
また、大問一同様に、問三・七・九の抜き出し問題でも、誤字脱字が散見されました。 

67% 

 
問題 正答率 出題内容：徒然草 第二百七段 

三 
67% 

全体的には良く出来ていました。 
問一の現代仮名遣い、問二の指示語の問題、問三の根拠の抜き出し問題は、特に良く

出来ていました。 
ただ、問三の表現技法の問題では、「反語」の誤答が散見されました。 54% 

 
問題 正答率 出題内容：礼記 曲礼上第一 

四 
81% 全体的には良く出来ていました。 

問二の方角の問題は特に良く出来ていました。 
ただ、問一における返り点・問四における言葉の意味の選択問題において、誤答が散

見されました。 
71% 

 



















令和５年度入試 英 語 

【全体の講評】 
 近年の傾向として英文を読む問題だけでなく、英語で読み考えるという問題が出題されました。

そのため、時間内に最後まで解けなかった受験生もいたように思われます。英文を“すばやく”、“正

確に”読み取る必要があります。日頃から、問題を解く際には時間を計り、解くようにしましょう。

大学入試においても、文章量の増加や情報処理能力が求められる問題、思考力を問う問題が増えて

きています。様々な分野の英文に触れたり、テーマに沿った英作文を書いたり、英文を聞き、音読

することで４技能を鍛え、英語力を身につけていきましょう。 
 

【各問題について】正答率はそれぞれ上から Science Global・ミライ探究合格者の平均です。 

問題 出題内容： リスニング 

Ⅰ 

68% 
聞き取りテストの大問 1 は地図を参考に対話を聞き当てはまる場所を答える問

題。リスニングが始まってすぐ○a に当てはまる箇所が出てくることもあり、聞き

逃しのため最初の問題である○a と○b の正答率が他の箇所に比べて低くなった印

象。 
大問２は読まれる英文に対して適切な応答を選択する問題。No.4 と No.5 の正

答率が低い印象。特に No.4 は解答の中の単語の miss の意味が分からず正解を

導けなかったと考えられる。 
57% 

 
 

問題 出題内容：和文英訳問題（並べかえ形式） 

Ⅱ 
81% 問 1 は関節疑問文内の SV の語順がポイント。やや間違いが目立った。問２は

so～that…構文。問３は will＋be able to～。問４は仮定法。問５は there 構文。

問６は比較級を使った最上級表現。問２～６は正解が多かった。 72% 
 
 

問題 出題内容：英作文問題 

Ⅲ 
79% 

友達と勉強することと一人で勉強することのどちらを好むか、そしてその理由

を問う問題。語数は順守できているものの、文法のミスが目立つのと同時に、内

容に関しても好む理由になっていない解答が目立つ。文法・語彙のミスとして特

に目立ったのは動詞の使用法。しかし全体的な得点率は高く、良問であった印

象。 
70% 

 
 

問題 出題内容： 対話文に関する総合問題 

Ⅳ 
75% 問１は映画のチラシから情報を読み取り答える問題。問２は二人のやり取りか

ら情報を読み取り答える問題。問３・４はチラシから情報を読み取り問いの内容

を考え答える問題。問４はやや間違いが目立った。discount の前提を踏まえ落

ち着いて考えることがポイント。 
70% 

 
 



問題 出題内容：情報文に関する総合問題 

Ⅴ 
81% 

授業中のクラスメートのやり取りをヒントに肉や魚の摂取量、米や小麦の消費

量のグラフを読み取る問い。問１～４はクラスメートのやり取りから情報を読

み取り答える問題。問５はグラフの内容を読み取る問題。問題文の程度を表す表

現をしっかりと読み取り内容を理解し、グラフと照らし合わせて考えることが

ポイント。設問あ～えそれぞれ解答にばらつきが見られた。 
72% 

 
 

問題 出題内容：読解問題 

Ⅵ 
62% 

ある人物の自伝をもとに作成した問題。比較的正答率は高かったものの、大問 6 
( 3 ) の問題の中にある単語がわからず正解に導けない生徒が一定数いる印象

（opinion という単語が問題に含まれているが「意見」という意味が分からず、

「×」という回答ができない生徒が多数。本文では「意見」を聞いているのでは

なく「質問」をしているので正解は「×」）。問題を解くのに必要とされる語彙の

不足が原因であると考えられる。 
52% 

 







令和 5 年度入試 数 学 

【全体の講評】 
「大学入学共通テスト」における出題傾向の変化に合わせた新傾向の問題が多く出題されました。

そのため、例年に比べ平均点が大きく低下しました。具体的には「統計」分野からの出題（１(6)）、
「文章読解」を伴う問題（２、４、５）、「図形」との融合問題（３、４、５）などです。対策として

は、基本問題で確実に得点するための知識と迅速で正確な計算力、長文を読み取る読解力、平面お

よび空間図形の把握力の強化が必要となります。 
 

【各問題について】正答率はそれぞれ上から順にScience Global・ミライ探究合格者の平均です。 
問題 出題内容： 小問集合 

1 
47% 分数計算や因数分解などの計算や公式の利用、統計の知識など、「知識や技能」

を必要とする基本問題になっています。特定分野に偏ることなく、教科書や問題

集等を利用して日ごろから練習を積んでおく必要があります。 38% 
 

問題 出題内容： 確率 

2 
24% 確率や場合の数の問題は式の計算を扱う問題と異なり、具体的な状況を過不足

なく数え上げることができるかが問われます。思い込みや勘違いが起こりやす

い傾向にあるので、再度見直す習慣をつけましょう。 14% 
 

問題 出題内容：関数𝑦𝑦 = 𝑎𝑎𝑎𝑎�と図形 

3 
30% 2 次関数のグラフと図形を融合した問題です。図形の中に 1：2：√3 の直角三角

形や相似な図形を見いだすことができるかが正解への第１歩となります。日ご

ろから図形問題に慣れ親しんでおきましょう。 19% 
 

問題 出題内容： 図形の証明 

4 
59% 前半は証明問題の選択式、穴埋め式の問題ですが、基本的な内容であったため比

較的よくできていました。後半の問題は相似の関係から２次方程式を立式でき

るかが問われています。相似な図形の関係に慣れておくことが大切です。 51% 
 

問題 出題内容： 連立方程式 

5 
21% 文章が正確に読み切れず立式段階で混乱が生じていたようです。食塩水の問題

では、混乱を避けるため、食塩と食塩水の g 数を入れ替え、操作の手順ごとに立

式し整理していくと理解しやすくなります。 13% 
 

問題 出題内容： 立体図形 

6 
26% 切断面をどのようにとるかが解決の糸口になります。(2)では点 O と辺 AD，BC

の中点を結ぶ平面での切り口である直角２等辺三角形を利用します。OAC の切

り口からの発想の転換が必要となります。 22% 
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